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衛星通信を利用した公開講座の可能性１７１

第５は，講義にはビデオ，写真，図表を多く取り入れた点である。放送会
場から遠い発掘の現場や遺跡の説明などには，できるだけ映像資料（ビデオ
等）を用いている。これには，既存のビデオを用いたものもあるが，本講座
のために収録したものもある。また，写真やイラスト等を多数用いて理解し
やすい講座となるようにしている点である。
第６に，講座のテキストには図表等を100点以上取り入れ，内容の理解を

図っている点である。放送時に提示する図，写真，イラスト等はすべてテキ
ストに掲載されている。これは，放送時に図や写真を見逃した場合でもテキ
ストで確認できるようにしたためである。
第７は，講座の期日を２週にわたる連続する土日の４日間に集中し学習効

果を高めたことである。連続する土日としたことには諸々の要因があるが，
短期間に集中することにより学習の効果が高まるようにしたことも理由の１
つである。また，講座の時間帯については，特に島根，鳥取地域の気候条件
を考慮している。
②講座の企画と運営
本講座の企画，運営の主体となったのは宮崎・島根国立大学衛星通信利用

推進協議会である。この協議会は宮崎大学，島根大学の関係者を中心として，
両県の教育委員会関係者，博物館等の関係者，受講会場となる町村の教育委
員会関係者等で構成されている。また，その下部組織として，宮崎，島根の
各地域で行うプログラムの企画，実施，受講会場との連絡調整を行う地域実

事業全般の企画と実施方針
の決定、総括、関係諸機関
・団体等との連絡調整

宮崎・島根国立大学衛星通信
利用推進協議会

島根地域で行うプ
ログラムの企画、
実施、ならびに島
根県および鳥取県
内の受謂会場との
連絡調堅

宮崎地域で行うプ
ログラムの企画、
実施、ならびに宮
崎県内の受謂会場
との連絡調整

宮蝿地域実施委員会 島根地域実施委員会

宮崎地域の学習
プログラムの具
体的な企画

島根地域の学習
プログラムの具
体的な企画

プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム

第１図事業主体の構成
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施委員会が，さらにその下部組織として学習プログラムの具体的な企画を行
うプロジェクトチームが設置された（第１図)。
③大学間連携の方法
距離的に離れた場所にある大学が連携をとってこのような事業を行うには，

大学間の連携はもとより，各大学とそれぞれの地域との連携をとることが事
業運営には欠かせない。そこで，この事業では，次の点を考慮して大学間連
携による公開講座の企画，運営を行っている。
まず第１は，公開講座の学習プログラムの具体的な企画を行う宮崎，島根

の各地域プロジェクトチームの連携により，講座プログラムに一貫性をもた
せたことである。講座プログラムの一貫性と整合性をもたせるため，各プロ
ジェクトチームの委員が随時綿密な連絡を取り合った。
第２に，協議会等の委員を幅広く委嘱したことである。協議会委員，地域

実施委員会委員，プロジェクトチーム委員には，講座の内容に関わる専門家
のほかに，宮崎県，島根県，烏取県の県，市町村の教育委員会関係者，博物
館や資料館等の職員に依頼している。本講座の企画は宮崎大学と島根大学を
中心としながらも，宮崎，島根，烏取の各県関係者の協力が得られたことに
より，幅広い分野から様々な意見を取り入れた企画がなされ，また地域の教
育委員会，生涯学習関連施設等と密接な連携を図った運営がなされた。
第３は，宮崎県教育委員会，島根県教育委員会，宮崎市教育委員会の後援

を得たことである。これにより，放送会場となった各教育委員会所管の施設
や関係者の方々の協力が得やすくなった。また，受講者募集等にも協力して
いただくことができた。
第４は地元のマスコミとの連携である。公開講座の実施にむけて事前のテ
レビによる講座の案内，地元の新聞，ならびに全国紙の地方版での講座案内
の掲載は，受講者の募集に効果的であった。また，放送当日はマスコミ関係
者の取材があり，テレビのニュースや新聞においても講座の実施が報じられ
た。とりわけ,NHKテレビでは宮崎の放送会場と島根の受講会場の様子を
あわせて報じ，大学間連携による事業のPRに有効であった。
(2)公開講座の通信システムの構成
本公開講座の送受信システム，及び双方向通信システムは第２図の通りで

ある。
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176各地の生涯教育

方向的な質問形態を可能にしたことへの評価と考えられ，ファックスやテレ
ビ電話の有効性を示しているといえる。これに対して，「とてもよかった」
の比率が低いのが「テレビ画面の映像と音声の状態」（37.6％)，「テレビ画
面の文字や提示物の見え方」（32.6％)，「放送会場の受講者の様子や雰囲気
第 ３ 表 地 域 別 に み た 講 座 全 体 の 評 価 （ 単 位 ： ％ ）

地域 とてもよ
かつた

まあまあ
よかった

あまりよ
くなかっ
た

よくなか
った 無記入 計

４回の講座内容の進
み方（流れ）

宮崎県

島根県・鳥取県

4０．０

4４．６

3２．９

3８．９

２．４

1.9

０．０

０．６

2４．７

1４．０

１００．０

１００．０

講座内容の深まり
宮崎県

島根県・鳥取県

3７．６

3５．３

35.3

４８．１

９．４

１．９

2.4

０．６

１５．３

1４．１

100.0

100.0

講座テキストの内容
宮崎県

島根県・鳥取県

43.5

42.7

3７．６

４３．３

3.5

１．９

０．０

０．６

1５．３

１１．５

100.0

100.0

宮崎・島根の両会場
が連携して実施した
こと

宮崎県

島根県・鳥取県

7１．８

6３．７

1７．６

24.2

0.0

１．９

０．０

0.0

1０．６

1０．２

100.0

100.0

テレビ画面の大きさ
宮崎県

島根県・鳥取県

6３．５

3６．９

29.4

４７．８

1.2

7.0

0.0

０．６

5.9

7.6

100.0

100.0

テレビ画面での講師
の見え方

宮崎県

島根県・鳥取県

49.4

3９．５

４２．４

４５．９

1.2

7.0

0.0

０．０

7.1

７．６

1００．０

100.0

テレビ画面の文字や
提示物の見え方

宮崎県

島根県・鳥取県

3８．８

29.3

49.4

45.9

7.1- - ４

1５．３

0.0

0.6

４．７

８．９

100.0

100.0

テレビ画面の映像と
音声の状態

宮崎県

島根県・鳥取県

4５．９

3３．１

44.7

43.9

4.7

1０．２

０．０

2.5

４．７

1０．２

100.0

100.0

質問をファックスで
受付けたこと

宮崎県

島根県・鳥取県

5６．５

5０．３

2９．４

3５．０

1.2

2.5

1.2

0.0

1１．８

1２．１

100.0

100.0

質問のやり取りをテ
レビ電話で行ったこ
と

宮崎県

島根県・鳥取県

5２．９

48.4

28.2

３５．７

5.9

4.5

0.0

0.0

1２．９

1１．５

１００．０

100.0

放送会場の受講者の
ようすや雰囲気の伝
わり方

宮崎県

島根県・鳥取県

36.9

2６．８

42.9

４２．７
●

8.3

1９．１

0.0

１．３

1１．９

1０．２

100.0

100.0
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衛星通信を利用した公開講座の可能性１７９

3．事業の成果と課題

最後に，事業の成果と今後の課題についてまとめよう。
(1)事業の成果
まず，事業の成果については，凡そ次の６点に整理できる。
①衛星通信の利用による遠隔地の大学間連携の可能性を示すことができ
たこと

協議会の中心となったのが地方の２大学（宮崎大学，島根大学）であった。
通常の公開講座をこのような遠く離れた大学同士で行うのは不可能であるが，
衛星通信を利用することにより，遠方にある２つ以上の機関が連携した公開
講座の実施が可能であることを示すことができた。
受講者の意識からも，宮崎と島根の会場が連携したことについて６割以上
の人が「とてもよかった」と感じており，「まあまあよかった」という人と
合わせるとほぼ９割になっている。
②遠隔地の大学間連携により，講座のプログラムの充実が図られたこと
講座のプログラム編成は，宮崎と島根の講師及び運営関係者による綿密な

協議を重ねて行われた。これにより，宮崎県と島根県の古墳や遺跡等の比較
やこれらの有り様から古代人の死生観を探るという講座のねらいに深く迫る
ことができた。
③「現場からの発信」により，臨場感のある講座となったこと
「現場からの発信」をモットーに，放送を遺跡やその周辺の資料館，歴史館
等から行ったことにより，大学の講義室を会場とした講座と比較すると臨場
感のある講座となり，受講者はよりアクティブな学習を行うことができた。
④テレビ会議システムの導入による双方向性の充実
受講会場との双方向性をもたせるため，受講会場には放送会場に質問を送

信するファックスを設置した。これは，前年度の山陰地域衛星通信利用推進
協議会の事業でも行われたが，本年度の講座では，さらに，放送会場と各受
講会場をテレビ会議システムで結んだことが特徴である。これにより，受講
会場の雰囲気や質問者の様子を他の受講会場で視聴できたことは，学習意欲
を高めるとともに，放送会場と他の受講会場の一体感を高めるものとなった。
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